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海外ビジネス動向

循環型経済

サーキュラー・エコノミー
世界的に新ビジネスモデル「サーキュラー・エコノミー」への移行が顕者になつてきた。

製品を「使つて捨てるJ直線型経済から、「使つて再び使うJ循環型経済へ。

海外では地球環境を守りつつ、利益を生み出すサーキュラー・エコノミー関連ビジネスが豊富だ。

文 1岩澤里美 氏 {い わさわ さとみ)

表 サーキユラー エコノミー 5つのタイプ雇用割出も望める

昨秋、ニューズウィークロ本版(2018

年10月 16日 号)は「サーキェラー エコノ

ミー入円」という特集を組み 主に欧米

発の約20社の循環型経済の事例を紹

介した そこには オランダの電機メー

カー フィリップスによる311明器具の販

売ではなく、リースして明かりに課金す

るビジネスモデル 世界に広がるスター

バックスコーヒーの内n"こ プラスチ ック

コーティングのある使い捨てカップをや

め、生分解性カップの開発をFl指 す試

み 日本でも人気のフインランドのアパ

レル企業マリメッコの 綿やボリエステ

ルに代わる生分解性の布地の開発など

が挙が う́ている.

これを見ると、あらゆる分野において

サーキュラー エコノミーという考え方

を実践できるとわかる。筆者は10年以

L前から上にヨーロッパの最新ビジネス

について取材してきたが そのころすで

に、■に埋めると半年以内に分解するス

ニーカー (オ ランダ)、 クリスマスツリー

をレンタル制にして植樹を繰り返す (ア
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メリカ)、 洗えるリサイクルバッグ(スイ

ス)私有地を駐車場として貸す仕組み

を構築する(イギリス)といった企業があ

った。これらもサーキュラー エコノミー

にそったビジネスだが、当時はまだサー

キユラー エコノミーとは言われていなか

つた。

同誌によると EUでは「サーキェラ

ー エコノミーに転換すれば合計17万人

の展用を倉1出できるし、天然資源の調

達量が20%ほど減るので域内CDPが
3%上昇するJと して、サーキュラー エコ

ノミーを積極的に推進している。社会や

環境に貢献しつつ、しっかりと利益を得

て企業が発展していくサーキュラー エ

コノミーには いったぃどういった展開

があるのだろうか。

サーキエラー エコノミーと題した日本

語の書籍はかなり少ないが コンサルテ

イング業のアクセンチエア (日 本はか52

カ国に拠点あり.従業員数約47万人 ,

は「サーキュラー エコノミー デジタル

時代の成長戦略Jヽ2016年秋刊)を翻

訳出版し サーキュラー エコノミーを表

のように、5つのタイプに分類している。

これらのタイプ分けは 企業が自社でも

llXり入れられるようなサーキュラー型の

アイデアを考え出したり、個人がサーキ

ュラー型のスタートアップとして起業し

たりする参考になるだろう。

このSつのタイプにそって ここから

は さまざまなサーキュラー型の企業の

中から筆者が最近注目した欧米の事例

を紹介する.

日中 プライチェーンの

"そ
の1

腐で作る、

日れないワインボ トル (フランス)

缶や瓶やペットボトルなどは再生して

同じ容器包装を作つたり、違うHl途の製

品にしたりして使い続けているケースが

多|、 近年は原料を減らして軽量化す

ることで製造 輸送時のC02の削減に

つなげる企業が増えている。ここから一

藻を利用したランフ アルーメン)

歩先を行く容器が誕生した。

トゥールーズのスタートアッス グリー

ン ジェン テクノロジー(2017年設立)

が ほぼ4年をかけて開発したボトル

は、91%が麻 (編んだ麻)と 松脂ででき

ている。蓋も通常のコルクだ。ゆくゆく

は100%生 物分解できるボトルを目指

している。麻なので ガラスのワインボト

ルよりももちろん軽い。ガラス製は重い

ものだと1本 lkg以 上にもなるが同社

のボトル ま1本 190gだ。麻地の製造は

ガラスの製造よりも低温度で済むため、

C02の大幅削減につながることは間違

いない。

これから正社員を雇い、今年末まで

に市場進出を目指九 最初の生産ライ

ンを作るため1億 2千万円の資金調達を

進めている最中だ。まだ走り出して間も

ないが、大きく成長する可能性を秘めて

いる.将来的には、アメリカやアジアに

も工場を構えて国際的に販売していき

たtヽ という。

モ●2

発光する環額を利用したランプ

(デンマーク)

起業して約 1年のコペンハーダンのス

タートアッス アルーメンは昼夜がわか

るリズムを内包した藻を利用したランプ

(1個約4千円)を販売している.透明な●んだ摩と松口でできたワインホトル ,,― レジ●ン テ,ス ,´ ―
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アプリでシェアし その仲介料を得る

ことによつてビジネスを発展させていく

シェアウング プラットフォームには実に

様々なものがある.家で眠つている古;

物を売買するマーケットスペースを始め

交通 … 車のシェア (フランス発のプラ

ブラカーなど

' 
場所 …ll内の空いた

部屋を貸す(アメリカ発のリキツドスペー

スなど)な と、すでにある製品や設備を

フル活用すオ1ば、それらを新規に作る■

を減らすことにつながる.

専門店の料理のシェアも、サーキユラ

ー エコノミー的ビジネスだ。マーケット

スペースには料理を売りたいレストラン

が並び 料理を買いたヽ

'肖

費者が訪れ、

注文の料理を即時配違する一般人配違

パートナーが (自 分の車やFl転車で)注

文者ヘデリバリーする。環境への貢献と

いう点では食品ロスを減らすことにつな

がり、社会への貢献の面では、職務経験

に関係なく
'7き

な時間に働けて雇用を

増やせる.表にも挙げた配車アプリ人

手ウーバーがウーバーイーツという名で

この料理酒己違サービスを行っていて (日

本でも2年 半前からスタートして、利 ll

できる地域が拡大中)2018年 口月の

時点で1嗜 界350以上の都ilで展開し、

10万以上のレストランがパートナーにな

つているという.

ハスティアレ レーマレ氏 |'｀アイ,C[。

ハのミワはここにlTを取り入れて 通常

のスーパーでも導入しやすくデジタルに

慣れた蔵客も楽しんで買い物できるシス

テムを完成させた。個

"1包

装ゼロでご

みを減らせる点にカロえ、各商品(回 形も

液体も)を入れておく大型プラスチツク

容器を洗つてイ吏い続ける点が
'―

キュラ

ー型だ。

その仕組みとは以下の通り.0各商

品製造者が 15リ ットルのプラスチツク

容器に商品を詰めて スーパーヘ届ける

②スーパーは容器を専用の棚にセツト

する 0願客は商品一覧(バーコード表

)から買いたい商品をスマホのアプリで

スキャン後、アプリ内で分量を選ぶ.0

顧客は店員がいる受取所へ ⑤顧客が

選んだ商品分量が自動的に容器から出

てくる 0容器が空になつたらスーパー

は容器を洗浄に出す セ奇巨になつた

容器は商品製造者へ送られ、容器に商

品を詰めて再びスーバーヘ届ける

2018年 ll月に商用化の準備が整つ

た。同システムを初めて設置した店がま

もなくお:ヨ 見えする。

シェアリンタ・プラットフオ I●‐

―艘人が行う料理配遺サービス

(アメリカ)

使われていないものをウェプサイトや

アプリを使 ,た

'1理

配■サービスはせ旱数百の都市で展開している

ホ1理配違サービスは アメリカで類

似のスタートアップがいくつか,こ られる。

ウーバーイーツより4年半以 1,も 早く設

立したサンフランシスコのポストメイツ

は パイオニア的なイf在 だ。

ポストメイツは
「

1社CEOの ドイツ人

のバステイアン レーマン氏が友人2人

と始めた.ヨーロツパ内のスタートアツ

プ支援のイt事 をしていたレーマン氏は

ミェンヘンからロンドンに引っ越したと

き、物を運ぶサービスを採すのに非常に

苦労した。この思いから、同社は一般

人配連パートナーたちがrLか ら家具ま

であらゆる商品を配連する事業を始め

たが 専用配違人を雇うことができない

レストランがビジネスの対象になるとす

ぐに気づき 食に特化したサービスを始

めた(料理以外の商品配違も継続してい

る).モデル、歌手、スボーツ選手といつ

た著名人が利用していることも功を奏し

て、急速に成長した。

アメリカとメキシヨで展開し 20万以

上の店にアクセスできる.F・l社は、アメ

リカの日層い経漱 ギグエコノミー)企業

の中で―ケ早く新規株式公開 (IP("で

きるのではないかと言われている.

製品開発に時間がかかつたリスタート

して方向性を変更したリ サーキュラー

型のアイデアが軌道に乗るまでは忍耐

や柔軟性も必要だろうが 日本でも、サ

ーキュラー エコノミーは当たり前という

日がすぐにやってくるのではないか。 ●
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